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プロジェクトの実施概要 

私共 Formula-SAE 部は，学生が自ら構

想・設計・製作した車両にて競い合う，全

日本学生フォーミュラ大会に参加するため

に活動しています．活動には，設計やマネ

ージメントの他に車両製作の為の部品加工

や，加工場所などの確保も含まれます．部

品加工技術に関しましては，私共は学生で

あるために未熟なところがあり，技術支援

が必要になってきます．そこで技術発祥の

地である日立市とその周辺の地元企業の

方々から技術を伝承して頂くという形で，

地域と連携しながら活動を推進していきた

いと考えています．単に部品の加工だけな

らば，県外の企業様にお願いすることも可

能ですが，地元の企業様の場合には訪問し

た際に貴重なアドバイスを頂ける，その技

術を目の前で見ることが出来るなどの大き

なメリットがあり，私共学生には何事にも

変えがたい貴重な経験になっております．

このプロジェクトはここ数年継続して行わ

れておりますが，先輩が学んだ技術はしっ



かりと後輩へと引き継がれており，技術の

支援が一度限りのものではなく部全体の財

産として伝承されています．それは結果と

して，大会において毎年着実に順位を上げ

ることにもつながっております． 

また、私共は各種イベントにも積極的に

参加し，このプロジェクトが地域交流およ

び地域活性化にも貢献できるよう，心がけ

ております．そのための取組みとして、ま

ずは JWAY をはじめとする各種メディアか

らの取材を受け，PRを行いました．そのほ

か，大学の学園祭への参加は勿論のこと，

ひたちテクノフェア等の地元イベントにも

参加し，身近な地元の人々に活動内容を知

って頂くための努力をしております．特に

今年度は，市内の小学校から車両の出張展

示の依頼があり，現在調整を進めている段

階です．子供の理科離れが社会問題となっ

ていますが，こうした活動が興味を持つき

っかけになってくれるのだとしたら，とて

も嬉しいことです．このように，技術支援

だけではない新たな地域との連携方法も，

今後は重視していきたいと考えております．  

最後に，私共はスポンサーになって頂いた

連携先の企業様をホームページで紹介して

おります．また，完成した車両に会社のロ

ゴステッカーを貼り，車両展示の際には車

両と共に PRしております．私共の活動内容

の知名度が向上すれば，茨城大学と地域と

の連携が充実していることを社会に示すこ

とにもつながると考えます． 

 

プロジェクトの成果報告 

今年度の学生フォーミュラ活動成果は以下

の3が挙げられます. 

 

（１） 技術伝承 

私達が大会で勝てるマシンを製作するため

には、高度な部品加工技術を必要とします. 

しかし、学生レベルでは設計技術、加工技術

共に未熟です.そこで、優れた技術を有する

企業が茨城県には数多くあり、それら地元企

業の方々から個人、企業レベルでの技術を伝

承をして頂いております.株式会社小峰製作

所様、株式会社日立ゲージ工業所様、水戸工

機株式会社様、株式会社エフテック様（設

計・溶接指導）・ケイズスポーツリンク様（マ

シンセッティング指導）・つくば自動車整備

専門学校様（設計指導）の皆様から御指導を

頂きました。訪問回数は数十回にも及びまし

た. 

 

（２）地域交流 

今年度はイベント参加も積極的に行ないま

した.青少年のための科学の祭典をはじめと

して、水戸生涯学習センター、潮来図書館、

オープンキャンパスでのマシン展示を行い

多くの市民の方と触れ合う中で、知名度向

上・地域交流を行いました。多くの子供たち

に実物のマシンと触れ合っていただき、エン

ジニアリングの楽しさを感じて貰えたと思

います. 

また、マシンの乗っての記念撮影も好評でし

た. 

また、茨城大学・地域参画プロジェクト・

Formula-SAE部のPRも積極的に行いました.

地域参画プロジェクトを題材として、茨城朝

日新聞様への記事掲載・株式会社JWAY様には

一年間を通しての取材を行って頂きドキュ

メンタリーを組んで頂きました.また毎月の

活動報告書の送付（2000名）を行いました. 

 



（３）大会結果 

2009年度、私達は多くの皆様からの御支援

を頂き、全日本大会で過去最高の8位/（80

校中）という成績を収める事が出来ました.

このような機会を与えてくださりまして、誠

に有難う御座いました. 

 

 

 

 

 


